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1 .研究の目的
九州の北西部に位置する港湾都市、長崎県佐世保（させぼ）市には、総数140棟余りにのぼ
る良質の煉瓦造建築物群が現存する。本研究の目的は、佐世保市内を中心として長崎県北部の
平戸市とその周辺に残る煉瓦造建築物群の現況を明らかにした上で、 同地における赤煉瓦建築
を積極的にいかした「まちづくり」の実態を探る点にある。 あわせて同県の東隣にあたる佐賀
県小城（おぎ）郡牛津町に残存する赤れんが館と、その建築物を起爆剤にして魅力的な 「ふる
さとJを創出しようとする試みについても報告する。
2.研究の意義
特色ある都市景観をっくり出すという「まちづくり」を実際にすすめていこうとする場合、
現状において既に具体的な方法が定立されているわけで誌はない。最初は何に目をつけ、どこか
ら手をそめて、さらに次の段階でどのような事をすべきなのかという点に関しては、いまだに
明快な解答が決まってはいない。普遍的な意味で「まちづくり」 を実践する順番や手法は、ま
だ確立されていないのである。それだけでなく、各地の特色あふれる景観の “種子”を発見す
る手だても求められてはいない。
上記のような現況から鑑みて 「まちづくり」の過程を構築しようとする際には、各都市や各
集落ごとの実践事例が相当に大きな指針を私たちに与えてくれる。本稿で報告できる内容は、
九州の北西部における歴史的な煉瓦造建築物と、それらが形成している良好な周囲の環境を積
極的に活用して魅力あふれる 「ふるさと」をつくり出そうとしている市民についての細やかな
実例に限られる。しかし本研究で取り挙げるような各地の事例を積み上げる事こそが、将来的
には大きな成果に結ぴつくものと期待される。
3.研究の方法
本研究の方法としては最初に現地を訪れて、歴史的な煉瓦造建築物ならびに煉瓦造建造築群
の残存状況を把握することから始める。すなわち固有の都市景観といっ資源 ・要素の実態を現
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地踏査によって知る。この研究作業は長崎県佐世保市 ・岡県平戸市・岡県北松浦郡田平 （たび
ら）町そして佐賀県小城 （おぎ）郡牛津（うしづ）町いずれの場合も同じである。
その次の段階として、前述した各地における煉瓦をいかした 「まちづくり」活動を調査対象
とする。このために研究の方法としては、「まちづく り」 グループの活動を見聞する必要があ
る。さまざまな企画 ・催し物に参加し、見学会などにも可能ならば同行することと したO 特に
この度の長崎県佐世保市においては、平成13年 （2001)10月7日 （日）と翌8日 （月）体育の
日の両日にかけて赤煉瓦ネッ トワー クの全国大会が開催されるので、その準備のための会合が
繰り返されていた。赤煉瓦ネット ワークとは会員数約1300名の団体で、歴史的煉瓦建築の保存
・活用を含めたまちづくりを進めようとする市民や自治体職員グループの全国的組織である。
前述のよ うに機会あるごとに各種の集会・会合へ参加するのと平行して、別の研究上の行為
も続けなければならない。すなわち各地の煉瓦と 「まちづくりjについての新しい知見を得る
ために、地元の方々から様々な資料や各種情報の提供を受けながら、文献調査とヒアリング調
査を実施するのである。
なお事前の現地踏査では、建築物各棟の特徴や保存活用の現状などを観察する。 と同時に今
回は主要な建築物に関して、事前調査の段階で記録写真（4×5インチ）の撮影を実施した。
その理由は、佐世保市内の煉瓦建築は、随時いつでも 自由に調査が許されるというわけではな
いからである。と言うのも、それはアメリカ合衆国の海軍が継続的に使用しているという特殊
な状況下におかれているものを含むためである。したがって世界の軍事情勢が安定している時
期をと らえて、きちんとした資料的な価値の高い記録写真を撮影しておきたいと考えた。
事実、今回の調査研究の期間内においても、 予期せぬ事故日が生じた。それは平成13年8月
上旬の事前調査の時点ではアメリ カ合衆国海軍施設の写真撮影が許可されたものの、同年9月
11日に発生したアメ リカ同時多発テロ後は状況が一変した事である。それ以降は米軍施設内の
撮影は勿論のこと、基地構内への市民や研究者の立入り も全面的に拒否される結果となった。
したがって本稿において掲載する米軍施設内の煉瓦造建築物の写真は、すべて事前踏査の際に
正式な許可を得て撮影をしておいたものである。
また上記のよ うな突発的で特殊な軍事的緊張とは別の要素もある。それはアメリカ合衆国海
軍施設にあっても建物の更新が進められつつあるためで、今回の撮影がおそらく最後の映像に
なろうかと考えられる写真も含まれている。つまり間もなく解体されてしまう予定の建築物も
あった。
最後に研究の視点として、各地の煉瓦造建築物ならびに「まちづくり」の現状を、江別市の
それと比べて見ておきたしミ。煉瓦建築の総量、質、まちづく り活動、周辺環境の違いなどであ
る。
4.佐世保の煉瓦建築
以下、研究の結果を順に述べることとする。本調査研究の事前調査では長崎県佐世保市内の
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市街地を平成13年8月2日 （木）と翌3日 （金）さらに同月 5日 （日）の3日間に実施した。
そして佐世保市内ではあるが中心市街地からは離れた西方向の五島灘に浮かぶ黒島に建つ黒島
教会堂は、相浦港から出向して往復するのにl日かかるため4日 （土）をあてた。また平戸市
内の歴史的な痕跡と岡市に隣接する北松浦郡田平町への現地踏査は6日 （月） ・7日 （火）に
行なった。さらには福岡県久留米市津福本町 （つぶくほんまち）の聖マリア病院へ移築された
旧大名町教会 ・現在の雪の聖母聖堂を8日 （水）に訪ねた。
長崎県佐世保市は、かつての海軍鎮守府と海軍工廠21の町と して発展してきた。i毎に恵まれ
た港湾都市としての歴史を有しており、このため造船業や倉庫業などの施設が整っている。ま
た良好な海を背景と して近年は「長崎オランダ村勺 ゃ 「ハウステンボスJというヨーロピア
ン・スタイルの煉瓦建築を前面に押し出した観光施設も立地している。
佐世保の市街地に建つ煉瓦造の建造物群から順に述べる。福岡県の博多駅 ・福岡 （板付）空
港あるいは長崎県内の長11奇駅・長崎 （大村）空港いずれの方面からであっても、佐世保市の中
心部へ公共交通機関 ・鉄道を使ってアプローチすると、写真 lに示すR早岐 （はいき）駅
構内西方向の煉瓦造鉄道施設を日にすることができる。この煉瓦造の遺構は、かつて早岐駅を
分岐点とする佐世保線と大村線を蒸気機関車が走っていた当時、それらの機関車に給水をする
目的でつくられた設備である。竣工年については 「明治の30年の開業時と大正2年の2説があ
るりという。当該施設は蒸気機関車が廃止された昭和47年まで現役であった。
佐世保市内の中心地の全体像を烏献することができる場所が、弓張岳 （ゆみはりだけ）の山
頂付近である。この山は佐世保港の西側に位置する。その山の上から見下ろした佐世保市街の
姿を写真一2に掲げる。煉瓦造建築物群は写真の中段部で、左側から中央までがアメリ カ合衆
国の海軍施設、右手方向が佐世保重工業である。海上自衛隊の立神地区 「西倉庫」はそれらの
手前で、自衛隊業務隊が使用している倉島倉庫は写真 2の左端から更に左側である。
アメ リカ海軍施設の煉瓦造建築物I棟として、佐世保米海軍施設330号建物（写真一3）が
ある。この煉瓦造建築は現在ラン ドリーとして使用されている。同施設内の煉瓦造建築物とし
ては小規模な平家建であるが、各窓割ごとに控え壁 （パットレス） を構え、現在の活用状況も
良好な事例である。
写真一4は佐世保米海軍のゲート内に入った場所の現状である。写真の右手がゲー ト出口方
向にあたる。右側に白く見える2階建ての310号建物 （明治36年）は米軍が好む白ペンキで塗
られているが赤煉瓦の建築物で、現在は軍事郵便局 （ミリタリ ・ー ポスタル ・サービス） とし
て改装 ・使用されている。左側の煉瓦造建築は110号という元来は倉庫（同37年竣工）で、今
はスーパー ・マーケッ ト （ネイビー・エクスチェンジ） である。きちんと整備されて、よく活
用されていた。ほぼ同じ位置で視界を90度左に回転した光景が写真一5である。この方向が海
に通じる。左側遠景の寄棟屋根は佐世保海軍施設128号建物の船付場で、大正13年竣工の煉瓦
造である。写真中央の赤煉瓦が前述した110号、右端に白い郵便局が見える。以上の所在地は
佐世保市平瀬町の無番地と呼ばれている。
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写真一 5遠景に見える128号の前を右倶ljに曲がって直進すると、写真 6に示すよ うな米海
軍平瀬地区の煉瓦造倉庫群が並ぶ。 それら各棟の規模が大きい点、更にそれらが連続して建ち
並ぶ姿、隣接する総数の多さなど日本に現存する煉瓦造建築物群の集積度では、 国内で最も高
い場所であろう。しかも全て国家が建設した建築物であるから、その質の高さは疑い得ない。
これらの煉瓦建築群は大正時代に建設された。
写真 6の米軍平瀬地区倉庫群から、より湾内に突き出した形の埠頭に煉瓦の建築物が建て
られている。この場所も平瀬町である。写真 7の佐世保造修所139号 （大正13年）は現在、
電気電子工場として使用されている。これは鉄骨煉瓦造という、わが国では海軍において盛ん
に実践された、地震に対しては非常に、そして火災に対しでもわずかに有効な構造手法であ
る。柱と柱の聞に壁をはめ込んだような形態の、 特徴的なハーフ・ テインパーという意匠にも
なっている。当該工場建築では、赤い煉瓦の壁に白い色の鉄骨がアクセントになっている。工
場建築であるため内部は、天井の高い空間となっている。
その更に海側の位置に佐世保造修所の中で、 ただl棟米軍が使用している艦船用品庫362号
（写真一8）がある。 鉄筋コンクリートの柱と梁を外観に見せるハーフ・テインノT一様式で、
昭和元年の工場建築。屋根の形状など全体のシルエットも特徴的で、 技術面のみならず意匠の
点でも注目される遺構であるが、解体される予定だと聞く。
次は米軍キャンプ内ではあるが海岸線から少し離れて、丘側の住宅地を見る。写真 9に示
す佐世保米海軍施設508号建物は、小規模ながら意匠的に特徴ある建築物だと言えよう。この
ような建築物は、都市景観の要素としても価値が高いと考えられる。現在はチャイルド ・デベ
ロップメン ト・ センタ ・ー プレスクールすなわち幼稚園として活用されている。元来はベーカ
リー（パン製造・店舗）として昭和15年に竣工した。
アメ リカ合衆国海軍佐世保基地から離れて、日本の海上自衛隊関連施設に移る。佐世保の海
上自衛隊で煉瓦の建物を現有している場所は、立神（たてがみ）地区の西倉庫と倉島の2か所
である。写真一10と11に掲げた煉瓦建築群が立神地区に残る 「西倉庫」である。興味深いのは
lか所に集中している複数の建築物でありながら、意匠を違えている点である。写真一10は明
治34年竣工とみられる佐世保ではオーソドックスな設計である。 一方の写真 11に示す群は左
遠方から西1号 （鉄骨煉瓦造ハーフ・テインパー） ・西3号（鉄骨煉瓦造2階建て） ・西4号
（煉瓦造軒蛇腹2棟連続） ・西5号（煉瓦造M型屋根2棟連続）と変化に富む一帯である。建築
年が全て大正13年とされているが、年代調査に関しては今後の課題としたい。
もう 1か所の海上自衛隊煉瓦建造物は倉島と呼ばれる湾内の場所である。ここ（写真 12) 
は佐世保市内海岸線の多くの地点から目にする事ができるので、都市の景観要素と してよ り重
要である。海上自衛隊業務隊の倉島倉庫は外観上、 2棟の建築物がL字型あるいはT字型に交
差 ・連結された形になっている。最終的な判断がつかないでいるが、あるいは最初から l棟の
建築物として同時（明治41年か）に建てられた可能性もある。基礎回りを観察した範囲では同
時に工事をされたようである。しかし2棟の軒高に大きな差が生じており、一般的にはl体の
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建築物だとは考え難い。なお事前調査後のヒアリングでは、20年ほど前まで軒高が高い棟の妻
面正面に鉄道の線路が残っていたという。この点も今後の研究課題と言えようが、実は当該倉
庫建築は自衛隊として解体する計画があるとの事であった。
次に佐世保重工業株式会社の構内に現存する煉瓦造建築の中から最大の建物を報告する。そ
れは写真一13に示す佐世保重工業造船部の事務所で、長さが約120mにも及ぶ大正9年3月竣
工の巨大な煉瓦造建築である。しかも驚く事に2階は 1部屋 （ワン ・ルーム）になっている。
そのうえ小屋組は木造の トラスである。これは当該建築物の当初機能が、戦艦の原寸図を作図
するための施設として新築されたからであった。
中心市街地からは少し離れた場所の海岸沿い、干尽町で使用されているのが、西日本冷凍前
畑倉庫7号ほか（写真一14）の倉庫建築群である。本稿では歴史的な煉瓦建造物を研究対象と
しているため写真を掲載しないが、同地区には石積み ・石貼り仕上の大規模な倉庫建築も現役
で使われている。西九州倉庫株式会社前畑l号倉庫（大正11年か）などは煉瓦建築以上に重厚
感のある、わが国では極めて貴重な遺構と言える。 写真一14左側の西日本冷凍前畑倉庫7号は
原土を成形 ・乾燥・焼成した通常の煉瓦ではなく 、鉱浮（こうさい）煉瓦を積み上げて建築さ
れている。
鉱i宰煉瓦とは土を原料としない煉瓦である。鉱i宰すなわち鉱物から金属を取り出した後に残
る鉱浮（スラグ）を固めて製造された煉瓦である。日本では鉄鉱石から鉄を取り出した浮 （か
す） や銅鉱石から金属銅を取り出した鉱淳（からみ）煉瓦の2種類が知られている。興味深い
点は両方の鉱浮煉瓦とも、九州、｜や四国という西日本のエリアで生産された点である。ちなみに
製鉄時の鉱淳煉瓦は白い色をしており、銅の精練からは正しく赤銅色の鉱淳が生まれる。
西日本冷凍前畑倉庫7号（大正11年竣工）の鉱淳煉瓦は、 白色を呈している。 この事実から
判断して、ほほ間違いなく官営八幡製鍛所（現 ・新日本製銭所株）八幡製銭所）から排出された
鉱浮を利用した鉱淳煉瓦であると考えられる。 地理的にもおなじ北部九州に位置しており、船
舶を使用する水運の便がよい点も傍証になろう。
これ以降、佐世保市の市街地から離れる。写真一15と16に示す煉瓦造の教会堂建築は、黒島
という島のJi（佐世保市黒島町3333）に建つ黒島教会堂である。この教会建築は明治35年に建
設され、内部は身廊 （教会建築の天井高が高い中央部分）と側廊（教会堂両側に位置する低い
空間）に区分される本格的な構成をしている。
なお黒島には、佐世保の市民まちづく りグループ 「都市環境デザイ ン研究会」のメンバーが
発見した煉瓦造の軍関連施設と考えられる遺構が2棟残っている。丘の上にある小さな鉄骨煉
瓦造 “見張り台”は、みかん色の煉瓦（226×111×6lmm）を壁の奥までセメント・モルタル
でオランダ積（縦目地9mm、横目地12mm）にしていた。 I型鋼を柱とし、鉄骨と煉瓦壁が
面一 （つらいち・面が一致する・揃うこと）になるよ う外壁を納めている。やはり Iビームを
用いてキング ・ポス ト・ト ラスを構成する切妻屋根、開口部は水平の迫持 （せりもち）つま り
陸迫（ろくぜり）で支えている点などから、ほほ昭和初期の建築であろうと判断される。
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その“見張り台”の下に位置する “倉庫”は赤色煉瓦 （228×110×60mm、オランダ積、 縦
目地9mm、横目地lOmm）の鉄骨煉瓦造、真東Iビ ムー ・陸梁と合掌がアングルで組まれた
トラス切妻屋根である。 開口部は要石（キ ・ー スト ンー）だけ軟石（ぞうも く）を配した陸迫
煉瓦扶（ア チー）で、 主出入口の下端（したば・鴨居部分）は溝型鋼 （チャンネル）で支えて
いる。また蓄積窓 （ローズ・ウインドー）風の丸窓もデザインされている。 この棟も、 おそら
く昭和の建築物であろう。
5.平戸と周辺の煉瓦建築
佐世保市域から出て北方向へ移る。写真一17、田平カ トリ ック教会堂 （南田平教会）は長崎
県北松浦郡田平町小手田にある赤煉瓦のキリスト教会建築である。鉄川与助（1879～1976）の
設計で、 大正7年に竣工した。鉄川は長崎県を中心として佐賀 ・福岡 ・熊本・ 宮崎県におい
て、30か所以上のカトリ ック教会堂建築を手がけた5）。田平カトリ ック教会堂は地元の人々に
よって、良好な姿で守られてきた。
煉瓦造建築ではあるものの宝亀 （ほうき）カト リック教会堂 （写真 18）の外観は特異な意
匠を見せている。 正面の仕上材料が左官材料に着色された状態である。同教会堂は現在の平戸
市宝亀町1170で明治32年に完成した初期のようすを、よく伝える教会建築と言える。
6.久留米の煉瓦建築
長崎県から離れて福岡県内で移築工事された煉瓦の教会堂の現況を訪ねた。写真一19と同20
に掲げる久留米市、 雪の聖母聖堂である。 この比較的小規模な教会建築は、煉瓦の組積造 （そ
せきぞう）という構造手法を踏襲する形で、煉瓦壁おおばらし工法によって福岡市内から久留
米市i幸福本町422の現在地へ移し替えられた。
おおばらし工法とは元の場所で煉瓦の壁として建っていた状態を可能な限り一体の“かたま
り”状態として、そのまま移動させよう とする発想の施工方法である。煉瓦壁の外壁側と内壁
側の両面にベニヤ合板（コンクリー ト・ パネル）を押さえ付けて一緒に運ぶサンドイ ツチ工法
である。このようにして新しい敷地へ運ばれた多数の煉瓦壁体は新しい煉瓦を用いて繋ぎ合わ
される。
現在の「雪の聖母聖堂」は、そのように丁寧な仕事の積み重ねによって完成した。福岡市大
名町（だいみょう まち）に大名町教会と して明治29年に建てられたものを、昭和60年に久留米
の聖マリア病院の敷地内へ移築されたのであるヘ
7.佐世保の煉瓦とまちづくり
佐世保市民（岡市内に限定せず平戸市民ほかも入会）による日頃からの 「まちづくり」は、
今回の赤煉瓦ネットワー ク全国大会を佐世保で開催する以前から継続されてきた。その内容は
市内のすべての現存煉瓦造建造物（建築物と土木構造物の総計）を探訪 ・確認 ・調査 ・記録す
田平カトリック教会堂の正面
写真一18 宝亀カトリック教会堂の外観
． 
， ．
写真一19 久留米市、雪の聖母聖堂外観
写真一20 雪の聖母聖堂内部身廊と側廊 ??? ?
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る作業の積み上げであった。その結果、工場建築 ・倉庫建築、水道施設 ・鉄道施設など多岐に
わたる全体像が明らかになってきた。このような市民の動きは、今後とも 「まちづく りJへの
大きな力になると期待されている。
しかし本研究においては2001年10月7日と翌8日に開催された第11回赤煉瓦ネットワーク佐
世保大会の内容から記したい。この企画は佐世保が市になってから100年目という節目の年に
実施される市制百周年記念事業の一環、市制100周年プレイベントとして行なわれた。
ネットワーク第1日目は、基調講演「建築探偵赤煉瓦を語る」という内容で東京大学教授 ・
藤森照信先生の講演（写真一21参照）から始まった。 休憩をはさんで5人のパネラーによるパ
ネルデイスカ ッション「佐世保のまちと赤煉瓦」が実施された。この日の内容は、当日コーデ
ィネーターをつとめた編集者 ・河口雅子氏によって既にまとめられている九
夕刻の交流会では全国各地の煉瓦をいかした 「まちづくり」の報告がなされた。市町村ごと
に近況を発表するというもので、もっとも北側から参加したのは江別市のN43赤煉瓦塾 （写真
一22）のメンバーであった。
翌日の第2日は写真 23のような煉瓦建築物の見学会8）であった。大型パスをチャーター し
て全国から集まった市民活動家や研究者が多数参加した。 世界的な軍事上の緊張が走ったため
当初、見学予定を していた主要な部分であるアメリカ合衆国の海軍施設を見ることは不可能で
あった。しかし半面、佐世保市内の赤煉瓦建築を詳細に見学する好機となった。
上記のような催し物とは別に、それ以後の研究成果として、佐世保市民による新たな発見が
あった。それは佐世保港の入口近くに浮かぶ江上大島という島で煉瓦を焼いていたという情報
を得、現地調査に赴いた結果による。 明治24年に海軍へ納入する目的で、 煉瓦製造業者と地主
の問で交わされた契約書も発見された。
写真一24に掲載する写真は、その島に残る煉瓦製（大型の焼き物）の墓碑である。墓の正面
を向いて左側の面に文字が手書きされている。内容は
佐世保村鎮守府建築一俊二付御用煉化石
受負人東京府管下市村正太郎殿也
製造代理兵庫管下笹倉善助殿ト云人也
住入職方敷拾名中職頭兵庫管下播磨国
明石口口倉村桑名米蔵ト云むら也右米蔵儀ハ
口口口口口口口口口仕口口ニハ病気 （後略）
というものである。この新発見で佐世保における煉瓦造建築の材料供給に関する史実の一端が
初めて明らかにされた。 以上のように佐世保市内では、建築物と墓碑という遺構を“発掘”し
詳細に観察する“考古学”的な研究手法を続けるのみならず、一方で記録文書（もんじょ）に
取り組むという“文献史学”的な態度も忘れていなしミ。
先ほど述べたよう に佐世保のまちづく りグループが“発掘”した『大島煉化製造場設置及び
煉化用土掘採に関する契約書』 明治二十四年二月ならびに 『大島煉化製造場設置及び煉化用土
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掘採に関する追加契約書9).J明治二十六年一月には、 概ね次のよ うな内容が記されている。
一、借地人の市村正太郎と地主の喜多川集との聞で交わされた契約であること。
一、貸借の期間は明治24年度より 5年間とするが、双方の合意で継続する場合は更に契約
をする。また煉瓦の販売状況によっては年限内でも土地を旧状に戻して返却できる。
一、 借地と原土の代金は、煉瓦の販売数10万本につき12円50銭の割合で、3月、 6月、9
月、 12月までの3か月分ごとに翌月15日に支払うこと。販売数の確認については、港
からの積み出しの際、地主の代理人が立ち会って調べる。
一、煉瓦の原料となる土は、島のどこから採掘しでも良い。ただし田畑山林などの扱いと
元の状態に復するための諸々の契約内容
などである。上記には、主として煉瓦製造の技術史的な内容のみ採録した。
8.牛津町の煉瓦とまちづくり
佐賀県小城郡牛津町は、比較的佐賀市から近い距離にある。佐賀市の西側にあってJR長崎
本線に沿っており、午津駅もある。この町の中心地に写真一25のような赤れんが館が残されて
いる。この煉瓦建築は現在、九州各地に百貨店を経営している商人・ 田中丸家の本拠地の倉庫
建築であった。建てられた年代は概ね大正時代 （明治32年の大火以降、 大正11年以前）かと考
えられているが、建築物の状況からはそれよりも新しい可能性も考えられる。
その午津町で「赤れんが活用井戸端会議lつが聞かれた。 2002年4月28日 （日）の午後のこ
とで、会場としては赤れんが館に隣接する牛津町会館 （写真 26参照）が当てられた。その会
場こそが、かつての田中丸家の本宅である。この 「井戸端会議」では会議前半に行なわれた講
師からの話題提供以上に、後半の 「言いたい放題 井戸端会議Jの方がよ り興味深い意見交換
となった。
保存行為に対する行政側の姿勢、町議会の認識、赤れんが館そのものの歴史的 ・意匠的 ・技
術的な価値など、その土地に住む人々ならではの真撃な将来への 「まちづくり」談義が交わさ
れた。今更ながら「わがまち」を守り育てるのは遠く の専門家などではなく、その土地ごとの
住民なのだと痛感させられた。
9.むすび
本研究の結果、明らかになった事項は、かつて日本国政府によって長崎県佐世保市内に良質
な煉瓦造建造物が多数建設され、 しかも今日なお良好な状態で活用されている点である。現在
最小行政区ごとに現存する煉瓦造建造物の棟数を確認できている市町のうち、総数が多い順に
列挙すると、北海道江別市392棟、 長崎県佐世保市140棟前後、京都府舞鶴市114棟、北海道上
湧別町61棟 ・別に煙突4本、広島県呉市45棟 ・別に煙突23本、岩手県軽米町20棟である。
以上の市や町のほか道内に限っても函館市などには煉瓦造建築がまとまって残存しているも
のの、市域全体を確認した総数はあきらかでない。ここに地元の人々が、わがまちにとって煉
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瓦という強みがある事に気づいたか否かの違いがある。つまり函館市民の意識は、まだ煉瓦全
数を数えるまでには高まっていないことになる。上記以外で地元の煉瓦に注目し始めた都市や
集落は、福島県喜多方市、神奈川県横浜市、愛知県碧南市、広島県安芸郡江田島町、山口県宇
部市、岡県下関市、愛媛県新居浜市、同県大洲市、岡県西宇和郡保内町、熊本県熊本市、宮崎
県日南市などである。
佐世保市は現存煉瓦建造物の総数では圏内で2番目であるが、国家の力で本格的な煉瓦建築
を多数建設した都市の中では最多の現存数である。政府がその予算と技術の双方をもって集中
的に赤煉瓦を建てた都市は、前述の地域では舞鶴 ・呉 ・佐世保である。その意味では佐世保こ
そが最良にして最大の煉瓦都市という事になる。
最後に研究のまとめとして、市民による江別の煉瓦“発見”と佐世保の煉瓦 “発見”の共通
点と相違点を整理しておきたい。江別市は第二次世界大戦後も煉瓦造建築を積み続けてきた。
したがって煉瓦は常に市民の身近にあった。よって中にあって“発見”する必要は感じられず
“発見”は外との比較、外の世界を知って始めて為し得るものであった。 その点、不幸にして
佐世保の煉瓦は戦前も戦後も、市民から最も遠く、むしろ嫌なものであったろう。今回、佐世
保の人々が煉瓦の多さばかりでなく、煉瓦製造史の学術的新発見に成功したのは注目すべき展
聞である。ますます今後の研究と運動の成果が期待される。
本稿をまとめるに際して実に多くの方々の御協力を得た。佐世保市の朝永憲法氏、小林健司
148 水野 ：長崎県佐世保市の歴史的煉瓦造建築物をいかしたまちづく り活動
氏、末竹康春氏、川口友子氏、浦元子氏、富安たづ子氏、西田美和子氏、 白漬正幸氏、杉本和
孝氏、西一利氏、河口雅子氏、 八頭司俊氏、西脇敏夫氏、久田重一氏、平戸市の畑野計広氏、
久家孝史氏、加藤有重氏、三村俊作氏、江川武氏、山口龍一郎氏、 藤田法恵氏、聖マリ ア病院
関係者の方々、久留米市の三島庄一氏、 三島辰雄氏、佐賀県の三島伸雄氏、牛津町の坂田啓子
氏、永視l和正氏、相川達也氏、宇那木潤氏、諸国龍男氏ほか九州においてまちづくりを続けて
おられる皆様に、心から御礼を申し上げたい。また赤煉瓦ネットワークの当日には藤森照信先
生、林一馬先生、藤原恵洋先生ほか大勢の会員に御力をいただいた。なお本研究は「生涯学習
社会における歴史的煉瓦造建築物をいかしたまちづくりに関する事例研究一一長崎県佐世保市
と北海道江別市の市民まちづく りグループの比較研究 」として北海道浅井学園大学生涯学
習研究所から平成13年度研究費の補助を受けた。末尾になってしまったが、この紙面を借りて
感謝の意を表するものである。
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